
 

遺伝子解析技術の発展により、日々新たな解析法・解析機器が誕生していま

す。これら新規遺伝子解析技術は、より精緻な診断を可能とし、分子標的療法な

どの新規治療法と合わせてさらなる治療成績の向上が期待されます。しかし、そ

ういった技術の中で臨床検査として実際の検査室で実施されるものはごくわず

かです。新規解析技術が臨床検査として応用が進まない理由には、結果に偽陽

性・偽陰性がどれ程含まれるかといった臨床検査法としての性能検証が十分で

はないこと、従来法などに比して高コストであることなどが挙げられます。一

方、腫瘍の病理診断においては、病型特異的な遺伝子異常プロファイルが明らか

になり病型の細分化が進んでいますが、臨床検査として解析できない遺伝子異

常の同定を必要とする病型の診断は困難なのが実情となっています。 

当研究グループでは、病理診断や臨床に活かせる遺伝子関連検査の研究開発を

行ない、精密医療（Precision Medicine）への貢献を目指しています。 
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